
秋の気配が色濃く感じられ、心地よい風が頬をかすめる季節となりました。 

本日、青森県立八戸北高等学校、創立６０年記念式典がこのように盛大に挙行されますこ

とを、生徒を代表して心からお礼を申し上げます。 

６０年という長い歳月を経て、八戸北高校は干支を一巡し、新たな歴史を残そうとしてい

ます。皆様と共にこの記念すべき節目の年に立ち会えましたこと、大変嬉しく、また光栄に

思います。 

ご来賓の皆様におかれましては、ご多忙にも関わらず本日の式典にお越しくださいまして

ありがとうございます。 

八戸北高校は、時代の流れに沿い、今年、全普通教室に冷暖房設備が完備されました。ま

た一人一台のタブレットが支給され、オンライン授業やスライドの作成、学校と生徒との連

絡の手段などとして有効に使われています。毎年夏は厳しい暑さが増していますが、冷房の

設置により、今まで以上に勉強に身が入るようになったと実感しております。 

さらに、受験期が近づくと、先生方が廊下に机といすを設置し、より多くの学習場所を提

供してくださいます。また、授業や講習に限らず、進路講演会や学校生活の相談、部活動や

委員会など、悩み多き思春期の私たちに親身になって寄り添い、共に考え、正しい道しるべ

を示してくださいます。先生方の存在も、まさしく北高の強みであり、ずっと変わらないも

のだと言えます。 

ここ１０年間を振り返ってみますと、平成２４年に青森県立八戸南高校が、平成２９年に

は北高の南郷校舎が閉校となり、地域における北高の学校としてのあり方が大きく変わりま

した。少子化に伴って大切な学び舎が減っていく中、北高は地域の皆様の支えもあって今日

まで続いてきました。日頃のご支援に感謝申し上げるとともに、これからも地域の皆様の期

待に応える北高生として励んでいくことをお約束いたします。 

３年次である５８回生が入学した年、新型コロナウイルスの世界的流行が始まりました。

学校行事にとどまらず、日常生活や課外活動は一変しました。本日オンラインで出席してい

る在校生も含め、この場にいる私たち北高生は、それまでの北高生が送ってきた、「普通の

高校生活」を経験したことがありません。行事を成功させたい気持ちとは裏腹に、新型コロ

ナウイルスは猛威を振るい続けました。この３年間、行事の様式が毎年のように新しく創ら

れています。しかし、今の私は、北高生７０７人のさまざまな個性とふれあったことをきっ

かけに、「今の北高生だからこそ作れるものがある」「伝統を新しいものに発展させて繋げて



いく」ということが大切なのだと気づきました。苦しい中でも、新しいことをやり遂げ、北

高そのものを繋げていく。これがコロナ禍で私たちに求められていることではないでしょう

か。先輩方が６０年間受け継いでこられた「北高の伝統」という名のバトンを、私たちは後

輩に、未来の北高生に大切につないでいきたいと考えています。 

私がこの３年間を通じて感じた、北高の「真の伝統」。それは学業と部活動・委員会その

他を両立させ、文武両道に励むことができる北高生の精神の強さだと言えます。 

 入学してすぐに進路について考え始め、勉学に励みながら、部活動、委員会、ボランティ

ア活動などと両立させ、苦しさを感じつつも、自らの実力を高める努力をしています。きっ

とその姿勢が北高生の心を強く美しく磨きあげているのではないでしょうか。先輩方が成し

遂げられてきた栄光も、また卒業後の各分野でのご活躍も、その努力の賜物に違いありませ

ん。３年間で月日を重ねるごとに輝きを増す北高生の姿、そして、その心こそ永遠に絶えな

いものだと私は思います。 

 学校にクラスメイト全員がそろう、友達と話しながらご飯を食べる、それが決して当たり

前ではないと知った現在、私たちは「学校で友達と学ぶ」ことのありがたさを一層強く感じ

ることができました。こうして皆様とともに喜ばしい場に立ち会えましたこと、改めて嬉し

く思います。コロナ禍を乗り越えた先には、この白銀の地に根付いた北高は、さらに地域と

交流を深め、より地域の皆様と強い絆で結ばれるはずです。北高祭で地域の皆様を北高にお

招きし、また、「全校生徒が一つの体育館で北高の校歌を歌う」その日がやってくることを

私は強く強く信じています。 

昭和３８年に八戸北高校が創立してから６０年がたち、時代も世代も変わっていく中で、

私たちが北高生であったという事実が変わることはありません。そうして北高が、また新た

な歴史を積み重ね、７０年、８０年と今後ますます発展していくことを切に願っています。 

最後になりますが、創立６０年という節目の日を新たな出発点として、私たち在校生一同、

これからもますます切磋琢磨し、「叡智の瞳」で新たな歴史を刻んでいくことを誓います。 

 「北はきびしく清きもの」北高のさらなる発展を願って、よろこびのことばといたします。 

 

令和４年１０月１日 

在校生代表 ５８回生 関口実佳 


